
　
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
協
力

会
員
、
受
け
る
依
頼
会
員
、
ど

ち
ら
か
ら
も
料
金
に
つ
い
て
の

不
平
不
満
は
聞
い
て
い
な
い
。

　
町
は
人
件
費
や
指
導
者
養
成

講
座
開
催
へ
の
補
助
金
は
出
し

て
い
る
が
、
社
協
も
民
間
事
業

所
な
の
で
、
特
別
に
料
金
補
助

は
出
来
な
い
。

★
高
瀬
橋
東
緑
地
帯
改
修
：

　
花
が
育
つ
よ
う
に
４
２
０
㎡

の
土
の
入
れ
替
え
る
。

１
３
５
万
円

★
消
防
団
で
使
用
す
る
備
品
整
備
：

バ
ル
ー
照
明
器
、
ジ
ェ
ッ
ト
シ
ュ

ー
タ
ー
、
ア
ル
ミ
製
ホ
ー
ス
背
負

い
機
な
ど
を
購
入
。
１
９
９
万
円

○
職
員
の
勤
務
時
間
及
び
休

暇
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正

▽
賛
成
（
共
産
党
）

　
時
間
外
勤
務
時
間
が
月
60
時

間
を
超
え
た
職
員
に
対
し
て
、

「
超
勤
代
休
時
間
」
の
制
度
が

新
設
さ
れ
た
。

○
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
定

▽
賛
成
（
共
産
党
）

　
育
児
・
介
護
休
業
法
が
改
正

さ
れ
、
６
月
30
日
か
ら
の
施
行

に
伴
う
も
の
。

　
職
員
の
配
偶
者
の
就
業
の
有

無
に
か
か
わ
り
な
く
、
早
出
・

遅
出
勤
務
の
請
求
、
深
夜
勤
務

の
制
限
の
請
求
が
出
来
る
。

　
３
歳
に
満
た
な
い
子
を
養
育

す
る
た
め
に
時
間
外
勤
務
の
制

限
を
請
求
し
た
時
は
、
時
間
外

勤
務
を
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
。

親
な
ど
の
介
護
を
行
う
職
員
に

も
適
用
す
る
。

　
配
偶
者
の
育
児
休
業
取
得
の

有
無
や
就
業
の
有
無
等
の
状
況

に
関
係
な
く
、
育
児
休
業
を
取

得
で
き
る
。
特
別
の
事
情
が
な

い
場
合
で
も
、
再
度
の
育
児
休

業
の
取
得
が
で
き
る
。

　
６
月
定
例
会
は
６
月
11
日
か
ら
21
日
ま
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
主
な
案
件
は
22
年
度
補
正
予
算
、
職
員
の
勤
務
時
間
・

休
暇
に
関
す
る
条
例
改
正
、
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る

条
例
改
正
、
公
共
施
設
等
整
備
基
金
の
設
置
条
例
な
ど
で
し

た
。
専
決
処
分(

※
）
と
し
て
21
年
度
補
正
予
算
、
税
条
例
、

国
保
の
一
部
改
正
な
ど
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
党
議
員
団
の

対
応
と
陳
情
の
採
決
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

六
月
定
例
町
議
会
報
告

○
農
業
農
村
整
備
事
業
の
推
進

に
つ
い
て
の
要
望
書
採
択

▽
賛
成
：
共
産
党

陳
情
者
：
池
田
町
土
地
改
良
区

　
農
業
用
水
路
や
畑
地
か
ん
が
い

施
設
の
更
新
な
ど
、
計
画
的
な
整

備
促
進
を
は
か
る
こ
と
な
ど
４
項

目
の
陳
情
。

継
続
審
査

○
長
野
県
地
方
税
滞
納
処
理
の

た
め
徴
収
体
制
の
共
同
化
に
反

対
す
る
陳
情
　

▽
採
択
を
主
張
：
共
産
党

陳
情
者
：
長
野
県
税
金
オ
ン
ブ
ズ

マ
ン

　
県
で
は
地
方
税
滞
納
処
理
の
た

め
、
徴
収
体
制
の
共
同
化
を
行
う

こ
と
を
決
め
た
。

　
こ
の
実
施
に
よ
り
様
々
な
人
権

侵
害
や
中
小
企
業
の
倒
産
、
雇
用

喪
失
を
招
く
こ
と
が
危
惧
さ
れ
る

の
で
、
共
同
組
織
の
設
置
に
反
対

す
る
陳
情
。

　
総
務
福
祉
委
員
会
で
共
産
党
議

員
は
採
択
を
主
張
し
た
が
、
「
内

容
が
よ
く
分
か
ら
な
い
」
と
の
議

員
が
多
く
、
継
続
審
査
と
な
る
。

本
会
議
で
も
、
共
産
党
以
外
の
賛

成
で
継
続
審
査
。

山本久子 

山
本
議
員

相
馬
福
祉
課
長

　

勝
山
町
長

一般質問山
本
議
員

○
税
条
例
の
一
部
改
正
　

▽
賛
成
（
共
産
党
）
　

　
所
得
税
の
年
少
扶
養
控
除
廃

止
に
よ
り
、
個
人
住
民
税
の
給

与
所
得
者
・
公
的
年
金
等
受
給

者
の
扶
養
親
族
情
報
収
集
の
た

め
の
根
拠
を
規
定
す
る
。

○
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
改
正

▽
賛
成
（
共
産
党
）

　
医
療
分
限
度
額
を
50
万
円
、

支
援
分
限
度
額
を
13
万
円
に
引

き
上
げ
る
。

　
雇
用
主
の
都
合
に
よ
る
失
業

者
を
救
済
す
る
た
め
に
国
が
保

険
料
の
70
％
を
負
担
す
る
。

○
22
年
度
補
正
予
算
　

▽
賛
成
（
共
産
党
）

★
堀
の
内
自
治
会
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
助
成
事
業
助
成
金 
：
２
２

０
万
円
、
「
か
か
し
祭
り
」
を

中
心
と
し
た
活
動
が
評
価
さ
れ

た
。
音
響
機
器
、
コ
ピ
ー
機
、

椅
子
な
ど
の
購
入
に
使
用
。

★
保
健
セ
ン
タ
ー
の
冷
房
機

１
台
の
更
新
：
壊
れ
た
た
め
買

い
替
え
に
６
６
１
万
円
。

★
農
業
近
代
化
施
設
整
備
補
助

：
農
業
機
械
の
購
入
に
30
％
補

助
、
８
７
０
万
円

★
有
害
鳥
獣
駆
除
事
業
：
ぶ
ど

う
園
と
の
境
に
電
気
柵
設
置
、

１
５
０
万
円

★
Ｊ
Ｒ
穂
高
駅
～
松
川
駅
と
町

内
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
め
ぐ
る
町

営
バ
ス
路
線
を
新
た
に
設
置
：

住
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
ガ
イ
ド

を
務
め
る
。
県
の
元
気
づ
く
り

支
援
金
。
８
月
～
12
月
の
日
曜

日
に
運
行
。
73
万
３
千
円

承
認
事
項
（
専
決
処
分
）

議
　
案

◎
公
共
施
設
等
整
備
基
金
の
設

置
、
管
理
及
び
処
分
に
関
す
る

条
例
制
定

▽
賛
成
（
共
産
党
）

　
公
共
施
設
等
の
整
備
充
実
に
使

う
た
め
の
基
金
を
創
設
。
改
修
、

建
て
替
え
を
必
要
と
す
る
建
物
の

優
先
順
位
を
決
め
て
実
施
す
る
。

【
　
陳
　
情
　
】

「
町
の
福
祉
の
実
態
と
今
後
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
」
質
問
し

ま
し
た
。
事
前
に
「
大
北
市
町

村
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
実
態
調

査
」
を
行
い
、
こ
の
デ
ー
タ
に

基
づ
い
て
町
の
姿
勢
を
質
し
ま

し
た
。

　
町
長
は
よ
く
「
池
田
町
は
福

祉
が
進
ん
で
い
る
」
と
発
言
す

る
が
、
そ
の
根
拠
は
。

　
福
祉
に
関
係
す
る
諸
機
関
を

「
や
す
ら
ぎ
の
郷
」
に
集
中
さ

せ
た
。
こ
こ
に
来
れ
ば
福
祉
の

こ
と
全
て
の
用
事
が
す
ま
せ
る

こ
と
が
で
き
る
。
高
齢
者
は
２

０
０
円
で
入
浴
が
出
来
る
。

　
町
の
子
育
て
支
援
は
県
下
で

も
注
目
さ
れ
る
内
容
と
な
っ
て

い
る
。

　
病
院
、
福
祉
施
設
等
が
町
内

に
多
く
あ
り
充
実
し
て
い
る
。

 

お
金
で
補
助
す
る
施
策
は
他

町
村
に
劣
る
点
が
あ
る
（
※
）

が
、
健
康
づ
く
り
や
、
障
害
福

祉
に
配
置
さ
れ
た
専
門
職
は
、

き
め
細
か
な
訪
問
を
重
ね
、
手

厚
い
支
援
が
出
来
て
い
る
。

　
福
祉
サ
ー
ビ
ス
は
本
人
が
申

請
し
な
い
と
利
用
で
き
な
い
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ト
ッ
プ
画
面

で
、
使
え
る
サ
ー
ビ
ス
を
簡
単

に
検
索
で
き
る
よ
う
改
善
し
、

広
報
で
も
分
か
り
や
す
く
周
知

し
て
欲
し
い
。

　
検
索
し
に
く
い
と
い
う
声
も

あ
る
の
で
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

検
討
委
員
会
で
論
議
し
た
い
。

民
生
委
員
に
も
福
祉
サ
ー
ビ
ス

の
内
容
を
記
載
し
た
プ
リ
ン
ト

を
渡
し
て
、
訪
問
先
で
知
ら
せ

て
い
た
だ
く
よ
う
に
す
る
。

　
社
協
が
実
施
し
て
い
る
「
サ

ポ
ー
ト
て
る
て
る
事
業
」
は
、

会
員
同
士
の
助
け
合
い
事
業
と

し
て
運
営
さ
れ
、
介
護
保
険
外

サ
ー
ビ
ス
の
大
部
分
を
担
っ
て

い
る
。
30
分
３
０
０
円
と
い
う

料
金
だ
が
、
低
所
得
者
は
利
用

し
に
く
い
の
で
は
な
い
か
。

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
低
所
得

者
も
利
用
で
き
る
よ
う
に

料
金
補
助
を

▼
で
き
な
い
。

他
市
村
の
実
態
を
見
る
と
１
時

間
２
０
０
円
く
ら
い
な
の
で
補

助
出
来
な
い
か
。

配
食
サ
ー
ビ
ス
に
補
助
を

▼
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
で

　
検
討
す
る
。

　
「
サ
ポ
ー
ト
て
る
て
る
」
の

弁
当
配
達
を
利
用
し
て
い
る
人

が
多
い
と
聞
く
。
大
北
市
町
村

中
、
配
食
サ
ー
ビ
ス
に
自
治
体

補
助
が
な
い
の
は
池
田
町
だ
け

な
の
で
、
低
所
得
の
方
々
が
安

く
利
用
で
き
、
介
護
保
険
該
当

外
の
高
齢
者
や
障
害
者
も
利
用

で
き
る
よ
う
に
補
助
を
し
て
欲

し
い
。

　
ケ
ア
マ
ネ
や
地
域
包
括
セ
ン

タ
ー
の
職
員
が
相
談
支
援
に
入

り
な
が
ら
サ
ー
ビ
ス
を
使
っ
て

い
た
だ
い
て
い
る
。

　
２
年
前
に
社
協
で
65
歳
以
上

の
ひ
と
り
暮
ら
し
や
高
齢
者
の

み
の
世
帯
を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー

ト
を
と
っ
た
と
こ
ろ
、
６
％
が

週
に
２
、
３
回
の
配
食
を
希
望

し
て
い
た
。
民
間
業
者
の
食
材

配
達
な
ど
を
利
用
す
る
方
法
も

あ
る
と
考
え
る
。

「
カ
モ
ミ
ー
ル
の
会
」
の
設
立

時
に
は
配
食
サ
ー
ビ
ス
を
行
う

と
い
う
話
が
あ
っ
た
が
立
ち
消

え
と
な
っ
て
い
る
。
依
頼
し
た

の
か
。

勝
山
町
長

 

会
で
は
作
る
こ
と
は
い
い
が
、

配
達
ま
で
手
が
回
ら
な
い
と
の

こ
と
。
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
が

出
来
た
の
で
、
配
達
網
も
検
討

し
た
い
。

福
祉
有
償
サ
ー
ビ
ス
料
金
に
補

助
を

▼
有
償
運
送
協
議
会
で
検
討
　

　
す
る
。

　
社
協
に
委
託
し
て
バ
ス
や
タ
ク

シ
ー
な
ど
公
共
交
通
機
関
を
利
用

す
る
こ
と
が
困
難
な
高
齢
者
や
障

害
者
に
、
片
道
６
０
０
円
、
１
キ

ロ
４
０
円
加
算
で
福
祉
有
償
サ
ー

ビ
ス
を
実
施
し
て
い
る
。

　
大
北
管
内
他
市
村
に
比
べ
て
料

金
が
高
い
。
町
内
を
回
る
場
合
は

３
０
０
円
ぐ
ら
い
に
し
て
、
不
足

分
を
町
が
負
担
出
来
な
い
か
。

　
社
協
の
会
員
同
士
の
助
け
合
い

事
業
と
い
う
形
態
で
、
ガ
ソ
リ
ン

代
だ
け
利
用
者
負
担
で
送
迎
体
制

が
と
れ
な
い
か
。

　
「
通
院
の
た
め
の
タ
ク
シ
ー
券

補
助
」
の
実
施
は
ど
う
か
。

　
21
年
度
実
績
で
は
、
障
害
者
と

高
齢
者
を
合
わ
せ
て
利
用
者
数
延

べ
１
０
９
５
件
で
、
町
か
ら
１
件

１
６
０
０
円
を
補
助
金
と
し
て
支

出
し
て
い
る
。
約
30
％
が
利
用
者

負
担
。

　
有
償
運
送
の
登
録
期
限
が
切
れ

る
た
め
、
有
償
運
送
協
議
会
を
開

催
し
て
利
用
者
の
拡
大
、
料
金
の

検
討
を
行
い
た
い
。

　
送
迎
に
つ
い
て
は
、
以
前
事
故

が
起
き
た
こ
と
が
あ
り
、
実
現
は

難
し
い
。

　
福
祉
タ
ク
シ
ー
券
の
配
布
は
、

よ
そ
の
市
町
村
で
不
正
な
取
引
が

あ
っ
た
と
聞
い
て
い
る
の
で
慎
重

な
取
り
組
み
が
必
要
。
　

家
族
介
護
世
帯
へ
の

お
む
つ
代
の
助
成
を

▼
検
討
す
る
。

　
他
市
村
で
実
施
し
て
い
る
よ
う
に
、

家
族
介
護
の
町
民
税
非
課
税
世
帯

を
対
象
に
、
紙
お
む
つ
代
の
助
成

を
行
っ
て
欲
し
い
。

相
馬
福
祉
課
長

　
介
護
度
４
以
上
の
、
非
課
税

の
方
に
対
し
検
討
し
た
い
。

　
介
護
し
て
い
る
家
族
を
フ
ォ

ロ
ー
す
る
取
り
組
み
を
ぜ
ひ
強

化
し
て
ほ
し
い
。
気
軽
に
悩
み

を
相
談
員
が
聞
い
て
、
対
応
を

図
る
こ
と
を
一
番
に
や
っ
て
ほ

し
い
。
介
護
者
が
気
軽
に
集
ま

っ
て
情
報
を
交
換
し
て
元
気
が

出
る
取
り
組
み
が
必
要
。

相
馬
福
祉
課
長

相
馬
福
祉
課
長

相
馬
福
祉
課
長

相
馬
福
祉
課
長

　
家
族
介
護
の
相
談
会
や
慰
労

会
な
ど
、
悩
み
を
相
談
す
る
会

の
設
立
を
検
討
し
た
い
。

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
周
知
の

た
め
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

改
善
を

▼
検
討
す
る
。

※
専
決
処
分
：
本
来
、
議
会
の

議
決
・
決
定
を
経
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
事
柄
に
つ
い
て
、
町
長

が
地
方
自
治
法
の
規
定
に
基
づ

い
て
、
議
会
の
議
決
・
決
定
の

前
に
自
ら
処
理
す
る
こ
と
を
言

う
。
次
の
議
会
で
報
告
し
、
議

決
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

議　員

山
本
議
員

山
本
議
員

山
本
議
員

山
本
議
員

山
本
議
員

山
本
議
員

【福
祉
近
隣
比
較
】

①
在
宅
介
護
慰
労
金
＝
在
宅
で

介
護
し
て
い
る
介
護
者
へ
の
慰

労
金
：
松
川
村
、
大
町
市
、
小

谷
村
で
実
施

支
給
額
：
年
３
～
10
万
円

②
家
族
介
護
用
品
へ
の
助
成
＝

家
族
で
介
護
し
て
い
る
紙
オ
ム

ツ
代
な
ど
を
助
成

：
松
川
村
、
大
町
市
、
白
馬
村

小
谷
村
で
実
施

支
給
限
度
額
：
年
約
３
～
10
万

円　
池
田
町
は
重
度
障
が
い
の
人

等
に
限
り
実
施

注
：
①
、
②
と
も
支
給
要
件
あ

り
（
要
介
護
４
以
上
等
）

※
在
宅
介
護
慰
労
金
な
ど

次
頁
【福
祉
近
隣
比
較
】
参
照


